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文
学
教
材
的
研
究

ー
宮
択
賢
鵠
司
醐
融
制
問
鉄
道
的
疲
』

の
一
言
語
表
現
|

は
じ
め
に

国
際
化
社
会
へ
の
参
入
と
情
報
化
社
会
へ
の
適
応
か
ら
、
昨
今
の
国
語
科

教
育
に
お
い
て
は
、
「
話
す
こ
と
」
「
聞
く
こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
が
優
先
さ

れ
て
い
る
a

し
か
し
、
国
際
化
社
会
お
よ
び
情
報
化
社
会
に
お
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
伝
達
の
基
本
と
な
る
言
語
を
習
得
す
る
に
は
「
読
む
と
と
」
が
大
切
で

あ
り
、
こ
こ
に
文
学
教
材
の
カ
が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
が
あ
る
@

本
論
で
は
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
文
学
教
材
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
宮
沢
賢
治
の
作
品
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
賢
治
は
、

多
種
多
様
な
仕
事
を
還
し
た
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
が
輝
君
を
増
し
、
多
彩
な
魅
力
を
放
っ
て
い
る
。
賢
治
が
書
い
た
詩
や
唾

献
に
限
っ
て
言
え
ば
、
賢
治
の
造
語
で
あ
る
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
は
作
品
を

読
ん
だ
人
々
の
心
の
な
か
に
新
た
な
風
景
を
描
き
出
し
て
い
く
。
河
合
隼
雄

は
、
空
に
あ
る
星
座
を
意
味
す
る
「
コ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
を

提
示
し
て
京
都
大
学
で
の
最
終
講
義
を
行
っ
た
1
6

日
本
語
の
し
こ
り
と
い
う
言
葉
は
ま
さ
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
す
ね
a

荻

原

綾

子

九
州
女
子
大
学
人
間
科
学
部
人
開
発
達
学
科
人
間
基
礎
学
専
攻

北
九
州
市
八
幡
西
区
自
由
ヶ
丘
一

l

(

〒
八
O
七
l
八
五
八
六
)

(一

O
一
四
年
一
一
月
一
三
日
受
付
、
二

O
一
四
年
二
一
月
一
八
日
受
理
)

と
と
ろ
が
、
そ
の
し
こ
り
の
も
っ
と
深
く
に
一
つ
の
も
と
と
な
る
よ
う

な
タ
イ
プ
を
考
え
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
〈
中
略
)
人
間
の
心
の
深

い
と
と
ろ
に
は
、

そ
う
い
う
元
型
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
あ

ら
わ
れ
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
出
て
き
て
い
る
と
い
う
見
方
で
、

ユ
ン

グ
は
人
間
の
心
の
現
象
を
見
ょ
う
と
し
ま
し
た
@

河
合
隼
雄
は
、

ユ
ン
グ
研
究
所
で
C
・A
・
マ
イ
ヤ
ー
の

「
自
己
実
現
の

過
程
を
コ
ン
ス
ト
レ
ー
ト
す
る
」
と
い
う
言
葉
に
衝
撃
を
う
け
、
心
理
療
法

と
し
て
コ
ン
ス
ト
レ

1
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

賢
治
は
自
分
の
作
品
を
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
よ
ぴ
、
自
分
の
心
の
現
象
を

言
葉
で
表
現
し
た
e

河
合
隼
雄
が
「
人
聞
の
、
む
と
い
う
も
の
は
、
乙
の
コ
ン

ス
ト
レ
i
シ
ョ
ン
を
表
現
す
る
と
き
に
物
語
ろ
う
と
す
る
傾
向
を
持
っ
て
い

る」
2

と
い
う
よ
う
に
、
賢
治
が
物
語
る
コ
ン
ス
ト
レ
i
シ
ヨ
ン
と
し
て
の

宇
宙
空
簡
を
描
い
た
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
文
学
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
e

賢
治
の
作
品
は
、
戦
後
の
臼
本
の
す
ぐ
れ
た
文
学
教
材
と
し
て
現
在
も
生
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「
〈
読
み
〉
と
は
対
象
を
〈
わ
た
し
の
な

か
の
他
者
〉
に
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
は
〈
と
と
ば
の

き
続
け
て
い
る
，
須
貝
千
里
氏
は
、

小
文
字
在
使
用
し
て
い
な
い
の
で
発
音
は
「
オ
ツ
ベ
ル
」
な
の
か
「
オ
ッ
ベ

ル
」
な
の
か
は
依
然
不
明
で
あ
る
。
現
在
は
「
オ
ツ
ベ
ル
と
象
」
と
し
て
収
載
)

仕
組
み
〉
を
掘
哲
起
こ
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
〈
わ
た
し
の
な
か
の
他
者
〉

「
祭
り
の
晩
」
「
け
ん
じ
ゅ
う
公
開
幽
林
」
「
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ

1
シ
ュ
」
「
風
の
又

と
し
て
の
作
品
像
を
悶
い
直
し
、
倒
壊
さ
せ
て
い
く
動
的
課
程
で
も
あ

る」
3

と
指
摘
し
、
文
学
教
材
に
お
け
る
「
読
む
と
と
」
の
重
要
性
を
提
起

し
て
い
る
。
賢
治
の
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
文
学
教
材
と
し
て
取
り
あ
げ
、
「
読

む
こ
と
」
を
中
心
と
し
た
表
現
分
析
を
実
施
す
る
。

三
郎
」
「
や
ま
な
し
」
「
グ
ス
コ
ー
プ
ド
リ
の
伝
記
」
「
雪
わ
た
り
一
」
「
お
い
の

森
と
ざ
る
森
、
ぬ
す
と
森
」
「
注
文
の
多
い
料
理
庖
」
が
収
載
さ
れ
た
，
平

成
時
代
に
は
、
ほ
ぽ
賢
治
作
品
の
文
、
学
教
材
は
定
番
化
し
、
小
学
校
五
年
で

は
「
注
文
の
多
い
料
理
路
」
「
雪
わ
た
り
」
「
お
い
の
森
と
ざ
る
森
、
ぬ
す
と

森
」
が
収
載
さ
れ
、
六
年
で
は
「
や
ま
な
し
」
が
収
載
さ
れ
た
。
賢
治
作
品

一
、
宮
沢
賢
治
と
国
語
教
科
書

が
国
語
教
科
書
の
文
学
教
材
と
し
て
定
番
化
さ
れ
て
き
た
と
と
に
つ
い
て
、

牛
山
藤
氏
は
「
少
な
く
と
も
賢
治
童
話
に
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
文
学
の
読

宮
沢
賢
治
の
童
話
が
は
じ
め
て
国
語
教
科
書
に
収
載
さ
れ
た
の
は
、

九

み
の
お
も
し
ろ
さ
を
体
験
さ
せ
、
言
語
力
と
し
て
の
文
学
的
な
基
礎
素
養
を

四
六
年
一
一
月
か
ら
一
九
四
七
年
一
二
月
ま
で
使
用
さ
れ
た
『
初
等
科
国
語
』

四
年
の
「
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
」
で
あ
る
t
『
注
文
の
多
い
料
理
応
』
刊
行

高
め
て
い
く
上
で
教
材
価
値
が
見
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と

と
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
t

本
識
で
は
、
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
言
語
表
現
に
つ
い
て
論
究
す
る
。
『
銀

か
ら
ニ
ヨ
一
年
、
賢
治
の
死
後
一
三
年
た
っ
た
戦
後
す
ぐ
の
収
載
で
あ
る
a

そ

の
後
「
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
」
は
繰
り
返
し
国
語
教
科
書
に
登
場
す
る
よ
う

河
鉄
道
の
夜
』
は
賢
治
の
作
品
の
な
か
で
は
、
童
話
と
い
う
よ
り
も
少
年
小

に
な
っ
た
.
昭
和
時
代
に
は
、
「
ど
ん
ぐ
0
と
山
ね
こ
」

の
ほ
か
に
、
「
気
の

説
と
し
て
読
ま
れ
で
い
る
。
村
瀬
学
氏
が
「
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
と
い
う
作

い
い
火
山
弾
」
「
よ
だ
か
の
昼
」
「
オ
ッ
ベ
ル
と
象
」
(
大
正
一
五
年
一
月
『
月
曜
』

品
は
、
ま
さ
に
「
信
じ
る
」
と
と
と
「
知
る
」
こ
と
が
分
か
れ
ば
じ
め
る
少

発
行
時
は
「
オ
ツ
ベ
ル
と
象
」
だ
っ
た
も
の
が
昭
和
九
年
最
初
の
文
圃
堂
版

全
集
で
は
「
オ
ッ
ベ
ル
と
象
」
で
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
四
0
年
間
教
科
書
掲

載
持
も
「
オ
ツ
ベ
ル
と
象
一
と
し
て
収
載
、
初
出
誌
『
月
曜
』
一
月
号
が
発

見
さ
れ
、
昭
和
四
九
年
刊
行
さ
れ
た
『
校
本
全
集
第
十
ゐ
巻
』
に
は
「
オ
ツ

ベ
ル
と
象
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
る
が
、
た
だ
『
月
曜
』
本
文
は
翰
促
音
に

年
た
ち
が
体
験
し
て
ゆ
く
、
特
異
な
時
期
の
世
界
体
験
を
作
品
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
」
6

と
述
べ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
描
い
た
文
学
作
品
で
あ
る
。
言
語
表
現
の
難
し
さ
は
賢
治
作
品
に
は
っ
き

も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
作
品
の
も
つ
宇
宙
感
覚
が
、
教
室
で
の
言
語
理
解

を
超
え
た
も
の
で
生
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
教
材
と
し
て
取
り
扱
う
う
え
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で
の
困
難
さ
を
匂
わ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
授
業
者
に
教
材
と
し
て
の
不
安

を
も
た
ら
す
の
は
テ
ク
ス
ト
の
不
安
定
き
で
あ
り
、
そ
と
を
克
服
す
れ
ば
文

学
教
材
と
し
て
の
魅
力
を
掻
き
立
て
る
も
の
に
な
る
。
ま
ず
は
、
賢
治
自
身

の
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
に
施
し
た
お
び
た
だ
し
い
推
磁
の
あ
と
を
た
ど
り
、

作
品
推
移
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

改
訂
版
、
第
二
次
筑
摩
書
房
版
『
宮
沢
賢
治
全
集
』
全
ゴ
一
巻
が
刊
行
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
没
後
四
O
年
た
っ
た
昭
和
国
八
年
(
一
九
七
三
)
五
月
、
作
品
の

推
蔽
状
況
を
復
元
、
新
編
集
に
よ
っ
て
大
き
な
変
更
を
加
え
た
筑
摩
書
房
版

『
校
本
営
海
賢
治
全
集
』
全
♂
凶
巻
が
刊
行
開
始
さ
れ
る
〈
昭
和
五
三
年
一

O
月
完
結
)
。
こ
れ
に
よ
っ
て
宮
沢
賢
治
の
文
学
の
全
貌
が
姿
を
現
し
た
と

二
、
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
推
移

と
に
な
る
。
校
本
金
集
以
前
の
テ
ク
ス
ト
に
は
初
期
形
〈
第
一
次
稿
・
第
二

次
世
帽
圃
第
三
次
稿
〉
と
最
終
形
(
第
四
次
稿
)
の
混
同
が
み
ら
れ
、
最
終
形

に
も
推
敵
の
際
の
消
し
忘
れ
と
見
ら
れ
る
箇
所
な
ど
が
あ
り
、
「
永
久
の
未

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
現
存
稿
は
八
三
枚
で
あ
る
。
原
稿
執
筆
は
大
き
く

四
段
階
に
分
け
ら
れ
、
執
筆
時
期
は
大
庄
一
三
年
〈
一
九
二
四
〉
か
ら
死
の

完
成
こ
れ
完
成
で
あ
る
」
(
「
農
民
芸
術
織
論
綱
要
」
)
と
い
う
賢
治
の
言
葉

ど
お
り
、
賢
治
の
遺
し
た
原
稿
に
定
稿
は
な
く
、
初
期
形
・
最
終
形
は
と
も

直
前
ま
で
に
お
よ
ぶ
と
い
う
。
そ
の
問
、
何
度
か
部
分
的
に
紙
が
差
し
か
え

に
同
名
の
別
の
作
品
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
『
銀
将
鉄
道
の
夜
』
は

賢
治
が
亡
く
な
っ
た
と
と
で
「
未
定
稿
」
で
あ
る
と
い
え
る
。

ら
れ
た
り
破
棄
さ
れ
た
り
、
新
し
い
紙
が
加
え
ら
れ
た
り
し
た
。
第
占
、
第

二
次
稿
は
一
部
残
る
の
み
で
、
第
三
次
稿
は
大
正
末
年
に
は
成
立
し
て
い
た

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
校
訂
に
つ
い
て
の
複
雑
さ
は
、
森
荘
巳
池
、
宮
沢
仲

六
と
と
も
に
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
本
文
に
再
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
堀
尾

と
み
ら
れ
る
司
第
四
次
稿
は
昭
和
六
年
〈
一
九
三
二
項
黒
イ
ン
タ
で
手
を

入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
賢
治
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
、
昭
和
九
年
〈
一
九

「
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
新
校
訂
」
と
題
さ
れ
た
文
に
よ
く
表
さ
れ

青
史
の

一
二
回
ご

O
月
、
文
顕
堂
版
『
宮
沢
賢
治
全
集
』
第
ニ
巻
童
話
編
〈
高
村
光
太
郎
・

宮
沢
清
六
・
草
野
心
平
・
横
光
利
ゐ
編
集
〉
が
刊
行
さ
れ
、
昭
和
島
四
年
会

九
三
九
)
今
一
月
、
十
字
屋
書
市
出
版
「
宮
沢
賢
治
全
集
』
全
六
巻
別
巻
一
(
高

村
光
太
郎
・
中
島
健
蔵
・
宮
沢
清
六
a

森
荘
己
池
圃
藤
原
嘉
藤
治
・
草
野
心
平
・

谷
川
徹
T

了
横
光
利
一
編
集
)
が
刊
行
開
始
さ
れ
る
。
昭
和
一
ニ
s

年
(
一
九

五
六
〉
四
月
、
第
苧
J

次
筑
摩
書
房
版
『
宮
沢
賢
治
全
集
』
全
一
一
巻
が
刊
行

開
始
さ
れ
る
。
昭
和
四
一
年
〈
一
九
六
七
)
八
月
、
書
簡
集
を
加
え
た
増
補

て
い
る
Lさ

て
わ
た
し
た
ち
は
、
丸
善
蝶
閥
百
字
原
稿
用
紙
、
か
き
つ
ぶ
し
原

稿
紙
の
う
ら
、
西
洋
半
紙
1

生
ず
き
半
紙
な
ど
に
、
き
ち
ょ
う
め
ん
な

ベ
ン
字
、
何
種
類
か
の
え
ん
ぴ
つ
の
字
、
ブ
ル
i
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
で

閥
遼
に
善
か
れ
た
字
な
ど
で
う
ず
め
ら
れ
た
、
実
に
め
ん
ど
う
な
原
稿

と
対
決
し
た
.
そ
れ
は
混
乱
が
お
こ
ら
な
い
の
が
ふ
し
ぎ
と
思
え
る
ほ

ど
、
た
い
へ
ん
な
原
稿
で
あ
る
。
原
稿
用
紙
の
マ
ス
の
中
に
き
ち
ん
と
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入
っ
て
い
る
の
は
、
最
初
に
番
か
れ
た
も
の
ら
し
く
、
え
ん
ぴ
つ
議
き

の
も
の
は
か
ま
わ
ず
書
き
ち
ち
さ
れ
た
上
、
消
さ
れ
、
横
に
番
宮
た
さ

れ、

'
E
に
下
に
あ
き
地
が
あ
れ
ば
こ
そ
幸
い
と
ば
か
り
と
ま
か
く
書
き

の
心
象
の
内
奥
の
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
の
〈
ウ
ル
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
〉
か
ら
、

少
年
小
説
と
し
て
の
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
へ
の
変
貌
は
、
単
な
る
推
般
の
域

を
越
え
、
同
名
の
別
の
作
品
の
成
立
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
っ
た
」
9

と
指
摘

す
る
が
、
初
期
形
第
一
次
稿
・
初
期
形
第
二
次
稿
・
初
期
形
第
三
次
稿
に
最

終
形
を
加
え
た
四
つ
の
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
適
切
で

あ
る
。
研
究
者
に
と
っ
て
は
不
安
定
な
テ
タ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
賢
治
の
言

葉
に
耳
を
傾
け
な
が
ち
作
品
を
読
み
解
く
と
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

『
銀
荷
鉄
道
の
夜
』
の
草
稿
と
刊
本
が
複
雑
で
あ
る
の
は
、
一
九
三
四
年
(
大

の
『
注
文
の
多
い
料
理
由
但
刊
行
後
か
ら
骨
置
き
始
め
ら
れ
、
一
九

の
死
の
間
際
ま
で
九
年
聞
に
わ
た
っ
て
書
き
続
け
ら
れ

た
さ
れ
、
そ
れ
が
無
農
に
と
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
一
ニ
人
は
全
集
本
(
筑

摩
一
三
年
版
)
岩
波
文
庫
相
手
に
声
を
あ
げ
て
一
字
一
句
た
し
か
め
て

い
っ
た
。
(
「
図
書
新
聞
」
一
九
六
四
年
(
昭
和
三
九
)
一

O
月
三
日
号
)

こ
こ
か
ら
は
、
賢
治
の
死
後
、
実
弟
宮
沢
清
六
や
友
人
森
荘
巴
池
や
沢
山

の
研
究
者
が
加
わ
っ
て
『
銀
、
利
鉄
道
の
夜
』
草
稿
の
校
訂
に
取
。
相
臨
ん
だ
現

場
の
混
乱
と
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
「
銀
洞
鉄
道
の
夜
』
の

テ
ク
ス
ト
に
は
厄
介
さ
と
複
雑
さ
が
付
き
ま
と
う
の
で
あ
る
。

正

〉

三
ニ
年
〈
昭
和
八
)

初
期
形
第
三
次
稿
か
ら
最
終
形
へ
の
変
史
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
「
セ

た
と
い
う
時
間
の
長
さ
に
起
用
問
す
る
。
書
き
上
げ
て
は
、
何
度
も
手
入
れ
さ

ロ
の
声
」
「
盟
問
い
大
き
な
帽
子
の
大
人
」
「
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
」
の
科
白
が
最

れ
、
部
分
的
消
毒
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
に
鰭
め
た

賢
治
の
祈
り
の
主
題
が
、
そ
の
原
稿
の
複
雑
さ
と
相
ま
っ
て
読
む
者
の
心
を

打
つ
。
初
期
形
第
‘
次
稿
・
初
期
形
第
A

一
次
稿
・
初
期
形
第
三
次
稿
お
よ
び

最
終
形
の
校
訂
に
と
も
な
っ
て
全
集
収
録
に
際
し
て
も
、
賢
治
の
死
後
す
ぐ

に
刊
行
さ
れ
た
一
九
三
四
年
〈
昭
和
九
)
一

O
月
文
顕
堂
版
全
集
第
三
巻
か

ら
ゐ
丸
三
九
年
(
昭
和
A

四
)
一
一
月
十
字
屋
書
庖
版
全
集
一
二
巻
、

六
年
〈
昭
和
三
一
)
四
月
筑
摩
書
房
版
全
集
第
一

O
巻、

A
O
R筑
摩
書
房
版
全
集
一

O
巻、

終
形
で
削
削
除
さ
れ
た
こ
と
と
、
冒
頭
の
「
午
后
の
授
業
」
「
活
版
所
」
「
家
」

が
最
終
形
で
書
き
加
え
も
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
千
葉
幹
一
氏
は
「
超
人
的
な

カ
を
使
い
、
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
を
た
び
た
び
窮
地
か
ち
救
う
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
が

ジ
ョ
パ
ン
ニ
に
つ
い
て
い
る
と
い
う
と
と
は
、
彼
は
そ
う
し
た
超
越
的
存
在

の
庇
穫
を
つ
ね
に
受
け
ら
れ
る
特
別
な
子
ど
も
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま

九
五

す」
8

と
述
べ
、
賢
治
は
最
終
形
で
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
を
普
通
の
子
ど
も
に
す
る

た
め
に
超
越
者
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
土
を
消
去
し
た
の
だ
と
考
察
し
て
い
る
。

一
九
六
七
年
(
昭

和
四
二
)

九
七
四
年
〈
昭
和
凶
九
)

ジ
ヨ
パ
ン
ニ
が
自
分
の
カ
で
現
実
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
い
く
資
を
描
く

た
め
に
観
念
的
な
も
の
を
捨
て
た
の
が
最
終
形
第
四
次
稿
で
の
賢
治
の
選
択

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
上
回
哲
氏
は
、
「
肉
じ
材
料
を
使
い
な
が
ら
、
賢
治

三
月
筑
摩
書
官
房
版
校
本
全
集
第
一

O
巻
ま
で
「
銀
洞
鉄
道
の
夜
回
の
テ
ク
ス

ト
は
変
化
し
続
け
た
。
現
在
の
筑
摩
書
房
版
会
集
で
は
、
初
期
形
一
、
初
期

形
二
、
初
期
形
一
二
は
『
新
校
本
宮
蒋
賢
治
全
集
第
一

O
巻』

一
九
九
五
年
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九
月
に
、
最
新
の
研
究
成
果
で
あ
る
吋
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
『
新
校
本

宮

に
、
作
品
の
言
語
表
現
か
ら
主
人
公
で
あ
る
ジ
ョ
パ
ン
ニ
の
な
か
で
何
が
変

薄
賢
治
全
集
第
十
一
巻
』

康
夫
氏
は
「
『
銀
何
鉄
道
の
害
現
存
稿
紙
面
の
あ
ち
と
ち
に
残
っ
て
い
て
、

お
そ
ら
く
文
岡
堂
版
全
集
の
本
文
作
り
の
際
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
赤
イ

ン
ク
や
色
鉛
筆
を
使
っ
て
記
入
さ
れ
た
文
字
や
丸
番
号
や
繋
ぎ
具
合
を
示
す

線
や
記
号
(
い
ず
れ
も
非
自
祭
)
。
」
ま
で
も
視
野
に
入
れ
た
テ
ク
ス
ト
作
成

一
九
九
六
年
一
月
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。
入
沢

化
し
て
い
く
か
を
考
察
す
る
。

初
期
形
第
三
次
稿
は
、
「
ケ
ン
タ
ウ
ル
祭
の
俊
」
と
題
し
て

「
(
そ
ら
、
ぽ

く
の
影
ぼ
う
し
は
、
だ
ん
だ
ん
み
ぢ
か
く
な
っ
て
、
ぼ
く
へ
追
い
つ
い
て
来

る
。
ぢ
き
に
す
っ
か
り
ち
ぢ
ま
っ
ち
ま
ふ
ぞ
。
ど
と
い
う
独
り
言
で
始
ま
る
。

ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
、
口
笛
を
吹
い
て
ゐ
る
や
う
な
さ
び
し
い
口
付
曹
で
、

協
お
繁

う
し
ろ
を
ふ
り
か
へ
っ
て
、
こ
ん
な
と
と
を
考
へ
な
が
ら
、
檎
の
ま
っ

が
現
在
進
行
中
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
九
皮
肉
に
も
、
賢
治
の
死
去

に
よ
坦
未
定
稿
に
な
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
諮
り
尽
く
せ
ぬ
魅
力

国
間
に
な
ら
ん
だ
町
の
坂
を
下
り
て
来
た
の
で
し
た
。

坂
の
下
に
大
き
な
ゐ
つ
の
衡
燈
が
、
青
白
〈
立
派
に
光
っ
て
立
っ
て

ゐ
ま
し
た
α

ほ
ん
た
う
に
ジ
ョ
パ
ン
ニ
が
、
ど
ん
ど
ん
電
鍍
の
方
へ
下

り
て
行
き
ま
す
と
、
い
ま
ま
で
ば
け
も
の
の
や
う
に
、
長
く
ぼ
ん
や
哲
、

を
増
幅
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

文
学
教
材
の
研
究
と
し
て
、
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
言
語
表
現
に
つ
い
て
、

初
期
形
第
一
二
次
稿
で
は
冒
頭
で
あ
っ
た
「
ケ
ン
タ
ウ
ル
祭
」
「
天
気
輸
の
柱
」

「
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
最
終
形
で
書
き
加
え
ら
れ
た
回
目
頭
の
「
午
后
の

う
し
ろ
へ
引
い
て
ゐ
た
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
の
影
ぽ
ふ
し
は
、
だ
ん
だ
ん
濃
く

授
業
」
「
活
版
所
」
「
家
」

黒
く
は
っ
き
り
な
っ
て
‘
足
を
あ
げ
た
り
手
を
振
っ
た
り
、
ジ
ョ
パ
ン

の
部
分
と
に
分
け
て
考
察
す
る
。

ニ
の
機
の
方
へ
ま
は
っ
て
来
る
の
で
し
た
@

E
宮

そ
し
て
、
「
怠
く
は
ま
る
で
軽
便
鉄
道
の
機
関
率
だ
。
と
と
は
勾
観
だ
か

一
一
一
、
初
期
形
第
三
次
稿
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

ち
と
ん
な
に
速
い
。
ぼ
く
は
い
ま
そ
の
電
蝿
現
在
還
り
越
す
.
し
ゆ
っ
し
ゆ
っ
。

そ
ら
、
と
ん
ど
は
ぼ
く
の
影
法
師
は
コ
ム
パ
ス
だ
。
あ
ん
な
に
く
る
っ
と
ま

の
言
語
表
現

賢
治
の
言
語
表
現
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
は
、
作
品
の
教
材
化
と
授
業
に

は
っ
て
、
前
の
方
へ
来
た
。
)
と
い
う
独
り
言
が
続
く
e

お
い
て
重
要
で
あ
る
。
文
学
教
材
の
研
究
で
は
、
学
習
者
の
印
象
と
作
品
構

造
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
が
、
学
習
者
に
作
品
そ
の
も
の
の
構
造
を
理
解

さ
せ
る
に
は
言
語
表
現
の
分
析
が
重
要
な
課
題
と
な
る
a

本
論
で
は
、
『
銀

河
鉄
道
の
夜
』
の
テ
ク
ス
ト
推
移
に
み
る
賢
治
の
制
作
意
図
を
み
る
と
と
も

と
ジ
ョ
パ
ン
ニ
が
思
ひ
な
が
ら
、
大
股
に
そ
の
街
鐙
の
下
を
適
切
過

ぎ
た
と
き
、
い
宮
な
り
一
人
の
顔
の
赤
い
、
新
ら
し
い
え
り
の
尖
っ
た

E
9
ぢ

シ
ャ
ツ
を
着
た
小
さ
な
子
が
、
電
燈
の
向
ふ
側
の
暗
い
小
路
か
ら
出
て

来
て
、

ひ
ち
っ
と
ジ
ョ
パ
ン
ニ
と
す
れ
ち
が
ひ
ま
し
た
。
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「
ザ
ネ
リ
、
ど
こ
へ
行
っ
た
の
J

ジ
ョ
パ
ン
ニ
が
ま
だ
さ
う
云
っ
て

し
ま
は
な
い
う
ち
に
、

らで
が、

J 黒
足い
夏影

於需
主:ん
万台
雪品
予;い
ちシ
ヤ
しずツ
¥ tJ1 
め入
いり
め乱
いれ
烏て
瓜、
の六
燈f七
火Z入

車2
つ徒

「
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
、
お
父
さ
ん
か
ら
、
ら
っ
こ
の

上
着
が
来
る
よ
。
」
そ
の
子
が
投
げ
つ
け
る
や
う
に
う
し
ろ
か
ら
叫
ぴ

て
や
っ
て
来
る
の
を
見
ま
し
た
。
そ
の
笑
ひ
声
も
口
笛
も
、

み
ん
な
闘
聞
き

ま
し
た
。

お
ぼ
え
の
あ
る
も
の
で
し
た
。
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
の
同
級
の
子
供
ら
だ
っ
た
の

ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
、
ぱ
っ
と
胸
が
つ
め
た
く
な
り
、

と
鳴
る
や
う
に
思
ひ
ま
し
た
。

そ
こ
ら
中
き
い
ん

で
す
。
ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
恩
は
ず
ど
き
っ
と
し
て
戻
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、

思
ひ
置
し
て
、

A

そ
う
勢
よ
く
そ
っ
ち
へ
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
の
お
父
さ
ん
は
、

そ
ん
な
ら
っ
こ
や
海
豹
を

「
川
へ
行
く
の
よ
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
が
云
は
う
と
し
て
、
少
し
の
ど
が
つ
ま
っ

と
る
、

そ
れ
も
密
漁
船
に
乗
っ
て
ゐ
て
、

そ
れ
に
な
に
か
ひ
と
を
怪
我

た
や
う
に
怒
っ
た
と
昔
、

さ
せ
た
た
め
に
、
遠
く
の
き
び
し
い
海
峡
の
町
の
監
獄
に
入
っ
て
ゐ
る

「
ジ
ョ
パ
ン
ニ
、
ら
っ
乙
の
上
着
が
来
る
よ
。
」
さ
っ
き
の
ザ
ネ
リ
が
ま

と
い
ふ
の
で
し
た
。

で
す
か
ら
今
売
た
っ
て
、

た
叫
び
ま
し
た
。

み
ん
な
が
町
の
広
場
に

あ
つ
ま
っ
て
、

一
緒
に
墨
め
ぐ
哲
の
歌
を
う
た
っ
た
号
、
川
へ
背
い
烏

「
ジ
ョ
パ
ン
ニ
、
ら
っ
と
の
k
着
が
来
る
よ
。
」
す
ぐ
み
ん
な
が
、
続
い

瓜
の
あ
か
し
を
流
し
た
り
す
る
、
た
の
し
い
ケ
ン
タ
ウ
ル
祭
の
娩
な
の

に
、
ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
ふ
だ
ん
着
の
ま
ま
、
病
気
の
お
っ
か

さ
ん
の
牛
乳
の
配
ら
れ
て
来
な
い
の
を
と
り
に
、
下
の
町
は
づ
れ
ま
で

て
叫
び
ま
し
た
。
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
は
ま
っ
赤
に
な
っ
て
、
も
う
歩
い
て
ゐ

る
か
も
わ
か
ら
ず
、
急
い
で
行
き
す
ぎ
よ
う
と
し
ま
し
た
ら
、
そ
の
な

か
に
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
が
居
た
の
で
す
。
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
は
気
の
毒
さ
う

行
く
の
で
し
た
。

に
、
だ
ま
っ
て
少
し
わ
ら
っ
て
、
怒
ら
な
い
だ
ら
う
か
と
い
ふ
や
う
に

さ
ら
に
「
門
ザ
ネ
リ
は
、
ど
う
し
て
ぼ
く
が
な
ん
に
も
し
な
い
の
に
、
あ

ジ
ョ
パ
ン
ニ
の
方
を
見
て
ゐ
ま
し
た
。

ザ
ネ
リ
に
意
地
惑
を
言
わ
れ
て

ん
な
こ
と
を
云
ふ
の
だ
ら
う
，

「
ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
、
遁
げ
る
や
う
に

(
中
略
)
け
れ
ど
も
あ
ん
な
こ
と
を
い
ふ
の

は
ば
か
な
か
ら
だ
。
ど
と
独
り
言
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。
初
期
形
第
三
次

そ
の
限
を
避
け
、
そ
し
て
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
せ
い
の
高
い
か
た
ち
が
過

穏
で
は
、
ジ
ョ
パ
ン
ニ
の
独
り
言
が
多
く
、
友
達
へ
の
関
わ
れ
υ
方
に
暗
い
影

ぎ
て
行
っ
て
間
も
な
く
、

み
ん
な
は
て
ん
で
に
口
笛
を
吹
き
ま
し
た
。

町
か
ど
を
曲
る
と
昔
、
ふ
り
か
へ
っ
て
見
ま
し
た
ら
、
ザ
ネ
リ
が
や
は

が
潜
ん
で
い
る
。

ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
、

せ
わ
し
く
こ
ん
な
こ
と
を
考
へ
な
が
ら
、
さ
っ
き

り
ふ
り
か
へ
っ
て
見
て
ゐ
ま
し
た
号
そ
し
て
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
も
ま
た
、

き
た
町
か
ど
を
、
ま
が
ら
う
と
し
ま
し
た
ら
、
向
ふ
の
の
雑
貨
屈
の
前

高
く
口
笛
を
吹
い
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。
ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
、
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な
ん
と
も
云
へ
ず
さ
び
し
く
な
っ
て
、

い
き
な
り
走
り
出
し
ま
し
た
」
と
い

い
ふ
し
ぎ
な
声
が
、
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
き

う
の
で
あ
る
。
初
期
形
第
三
次
稿
で
は
、
ジ
ョ
パ
ン
ニ
の
境
遇
の
悲
惨
さ
が

と
え
ま
し
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
を
か
し
い
と
と
は
、

そ
の
誘
が
、
少

強
調
さ
れ
て
い
て
、
ジ
ョ
パ
ン
ニ
の
き
び
し
さ
は
家
『
阪
環
境
か
ら
く
る
学
校

し
も
ジ
ョ
パ
ン
ニ
の
知
ら
な
い
語
な
の
に
、

そ
の
意
味
は
ち
ゃ
ん
と
わ

で
の
疎
外
感
に
あ
る
よ
う
に
捕
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
祭
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ジ
ョ
パ
ン
ニ
の
心
は
暗
く
、

か
る
の
で
し
た
。

「
内
ぼ
く
は
ど
と
へ
も
あ
そ
び
に
行
く
と
こ

「
知
ら
な
い
語
な
の
に
‘
そ
の
意
味
は
ち
ゃ
ん
と
わ
か
る
」
と
い
う
こ
と
は
、

が
な
い
.
ぼ
く
は
み
ん
な
か
ら
、
ま
る
で
狐
の
や
う
に
見
え
る
ん
。
た
ご
と

と
の
作
品
に
お
い
て
は
重
要
で
あ
る
。
言
葉
の
二
重
性
と
い
う
と
と
が
提
起

さ
れ
て
い
る
の
だ
。
乙
こ
か
ら
、
読
者
は
知
る
こ
と
と
信
じ
る
と
と
の
三
重

い
う
独
り
言
と
な
っ
て
き
び
し
さ
は
極
ま
る
の
で
あ
る
。

の
天つ
気づ
輸く
'" ~ 
証歪
丙雫議
のムの
灯;量投
同守?モ
暗~v ひ
の之と
中 12 坦
を忌ぼ
ます 2
るる J3
7ずかた
押ら，.. 
のだ J

底存在
の、ぞ
おっ口
宮め与
のたこ
けい一
は

し草「
きに頂

性
に
引
き
裂
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
.
そ
も
そ
も
「
銀
河
」
と
は
何
か
と
い

う
問
題
が
浮
上
す
る
e

ジ
ョ
パ
ン
ニ
が
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
「
銀
河
」
と
、

投
げ
」

る
と
、

乙
れ
か
ら
ジ
ョ
パ
ン
ニ
の
視
界
に
現
前
す
る

「
銀
河
」
は
あ
ま
り
に
も
か
け

の
や
う
に
と
も
号
、
子
供
ら
の
歌
ふ
声
や
口
笛
、

き
れ
ぎ
れ
の
叫
ぴ
芦
も
か

離
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
@

す
か
に
聞
え
て
来
る
」

い
き
な
り
眼
の
曲
闘
が
、
ぱ
っ
と
明
る
く
な
っ
て
、
ま
る
で
億
万
の

ほ
た
る
hn
か

蛍
烏
賊
の
火
を
ぺ
ん
に
化
石
さ
せ
て
、
そ
ら
中
に
沈
め
た
と
い
ふ
工

の
で
あ
る
。

野
原
か
ら
汽
車
の
音
が
聞
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
小
さ
な
列
車
の
怒
り
ん
ご

は
一
列
小
さ
く
赤
く
見
え
、
そ
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
旅
人
が
、
事
果

む

を
剥
い
た
り
、
わ
ら
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
風
に
し
て
ゐ
る
と
考
へ
ま

合
、
ま
た
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
会
社
で
、
ね
だ
ん
が
や
す
く
な
ら
な
い
た
め

と

に
、
わ
ざ
と
穫
れ
な
い
ふ
り
を
し
て
、
か
く
し
て
置
い
た
金
剛
石
を
、

ま

誰
か
が
い
き
な
り
ひ
っ
く
哲
か
へ
し
て
、
ば
ら
撒
い
た
と
い
ふ
風
に
、

す
と
、
ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
、
も
う
何
と
も
一
五
へ
ず
か
な
し
く
な
っ
て
、
ま

た
眼
を
そ
ら
に
挙
げ
ま
し
た
。

般
の
前
が
さ
あ
っ
と
明
る
く
な
っ
て
、
ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
、
思
は
ず
何
ぺ

と
す

ん
も
限
を
擦
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

ぞ
と
で

「
怠
く
は
も
う
、
遠
く
へ
行
っ
て
し
ま
ひ
た
い
。
ど
と
い
う
狼

哲
言
を
吐
い
て
し
ま
す
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

「
ふ
と
気
が
つ
い
て
み
る
と
、
さ
っ
苦
か
ら
、
ご
と
ご
と
ご
と

そ
し
て
、

「
セ
ロ
の
や
う
な
ご
う
ど
う
し

ご
と
、
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
の
乗
っ
て
ゐ
る
小
さ
な
列
車
が
走
り
つ
づ
け
て
ゐ
た
の

で
し
た
e

ほ
ん
た
う
に
ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
、
夜
の
軽
便
鉄
道
の
、
小
さ
な
黄
い

ろ
の
電
鍍
の
な
ら
ん
だ
車
室
に
、
窓
か
ら
外
を
見
な
が
ら
座
っ
て
ゐ
た
」
の

「
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
一

で
は
、

た
声
が
き
こ
え
て
」
く
る
の
で
あ
る
.

す
る
と
こ
ん
ど
は
、
前
か
ら
で
も
う
し
ろ
か
ち
で
も
ど
と
か
ら
で
も
な
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で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
す
ぐ
前
の
席
に
、

ぬ
れ
た
や
う
に
ま
つ
鶏
な
上
着
を

ま
し
た
。
ジ
ョ
パ
ン
ニ
も
手
を
あ
げ
や
う
と
し
て
、
急
い
で
そ
の
ま
込

着
た
、

せ
い
の
高
い
子
供
が
、
窓
か
ら
頭
を
出
し
て
外
を
見
て
ゐ
る
の
に
気

が
付
き
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
こ
ど
も
の
肩
の
あ
た
り
が
、
ど
う
も
見
た
こ

い
つ
か
雑
誌
で
読

ん
だ
の
で
し
た
が
、
こ
の
ご
ろ
は
ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
ま
る
で
毎
日
教
室
で

や
め
ま
し
た
。
た
し
か
に
あ
れ
が
み
ん
な
塁
だ
と
、

と
の
あ
る
や
う
な
気
が
し
て
、
さ
う
思
ふ
と
、
も
う
ど
う
し
て
も
議
だ
か
わ

本
を
読
む
ひ
ま
も
読
む
本
も
な
い
の
で
、

な
ん
だ
か
ど
ん

も
ね
む
く
、

か
り
た
く
て
、
た
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
e

な
こ
と
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
ふ
気
持
ち
が
す
る
の
で
し
た
。

い
き
な
り
乙
っ
ち
も
窓
か
ら
顔

を
出
さ
う
と
し
た
と
き
、
俄
か
に
そ
の
子
供
が
頭
を
引
っ
込
め
て
、
乙
っ
ち

と
こ
ろ
が
先
生
は
早
く
も
そ
れ
を
見
附
け
た
の
で
し
た
。

を
見
」
た
の
が
、

稿
で

「
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
だ
っ
た
」

の
で
あ
る
e

初
期
形
第
三
次

「
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
さ
ん
。
あ
な
た
は
わ
か
っ
て
ゐ
る
の
で
せ
う
よ

「
銀
蹄
鉄
道
」
に
ジ
ョ
パ
ン
ニ
が
乗
り
込
む
ま
で
の
言
語
表
現
に
は
、

ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
勢
よ
く
立
ち
あ
が
り
ま
し
た
が
、
立
っ
て
見
る
と
も

言
語
の
二
重
性
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最

う
は
っ
き
り
と
そ
れ
を
答
へ
る
と
と
が
で
き
な
い
の
で
し
た
。
ザ
ネ
リ

終
形
で
は
、

「
知
る
こ
と
」

「
信
じ
る
と
と
」

の
言
語
表
現
の
二
重
性
が

が
前
の
席
か
ら
ふ
り
か
へ
っ
て
、
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
を
見
で
く
す
っ
と
わ
ら

と

出
明
ら
か
に
な
る
。

ひ
ま
し
た
@
ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
も
う
ど
ぎ
ま
ぎ
し
て
ま
っ
赤
に
な
っ
て
し

ま
ひ
ま
し
た
。
先
生
が
ま
た
云
ひ
ま
し
た
。

四
、
最
終
形
明
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
一
五
一
一
一
一
回
語
表
現

「
大
き
な
望
遠
鏡
で
銀
河
を
ょ
っ
く
調
べ
る
と
銀
河
は
大
体
何
で
せ

う
a
」

に

雪量
加形
えで
らは
れ「
たー

ま午ど
ず后ど
の
授
業

「
二
、
活
版
所
」
「
ニ
一
、
家
」
が
新
た

や
っ
ぱ
り
星
だ
と
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
は
思
ひ
ま
し
た
が
こ
ん
ど
も
す
ぐ
に

「
午
后
の
授
業
」
か
ら
考
察
す
る
。

答
へ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
で
は
み
な
さ
ん
は
、
さ
う
い
う
ふ
う
に
川
だ
と
云
は
れ
た
り
、
乳
の

先
生
は
し
ば
ら
く
困
っ
た
ゃ
う
す
で
し
た
が
、
限
を
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ

流
れ
た
あ
と
だ
と
云
は
れ
た
り
し
て
ゐ
た
と
の
ぼ
ん
や
り
と
白
い
も
の

の
方
へ
向
け
て
、

「
で
は
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
さ
ん
J

と
名
指
し
ま
し
た
。

が
ほ
ん
た
う
は
何
か
ご
承
知
で
す
か
。
」
先
生
は
、
黒
板
に
吊
し
た
大

す
る
と
あ
ん
な
に
元
気
に
手
を
あ
げ
た
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
が
、

や
は
む
も

き
な
黒
い
星
座
の
図
の
、
上
か
ら
ド
へ
白
く
け
ぶ
っ
た
銀
荊
帯
の
や
う

ぢ
も
ぢ
立
ち
上
っ
た
ま
与
や
は
り
答
へ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
と
こ
ろ
を
指
し
な
が
ら
‘

み
ん
な
に
問
を
か
け
ま
し
た
。

と
の
冒
頭
の
場
面
は
重
要
で
あ
る
。
初
期
形
第
三
次
稿
で
提
示
さ
れ
た
言

カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
が
手
を
あ
げ
ま
し
た
勾
そ
れ
か
ら
四
五
人
手
を
あ
げ

葉
の
二
重
性
の
問
題
が
具
体
的
に
描
宮
だ
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
初
期
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形
で
は
、

「
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
不
思
議
な
声
に
対
し
て
、

「
そ
の

先
生
は
ま
た
一
五
ひ
ま
し
た
。

語
が
、
少
し
も
ジ
ョ
パ
ン
ニ
の
知
ら
な
い
穏
な
の
に
、
そ
の
意
味
は
ち
ゃ
ん

「
で
す
か
ら
も
し
も
と
の
天
の
川
が
ほ
ん
た
う
に
川
だ
と
考
へ
る
な
ら
、

そ
の
一
つ
一
つ
の
小
さ
な
星
は
み
ん
な
そ
の
川
の
そ
こ
の
砂
や
砂
利
の

粒
に
も
あ
た
る
わ
け
で
す
.
ま
た
こ
れ
を
巨
き
な
乳
の
流
れ
と
考
へ
る

と
わ
か
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
が
、
最
終
形
で
は
学
校
の
教
室
で
先
生
が
「
銀

相
判
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
質
問
す
る
と
い
う
設
定
が
用
意
さ
れ
た
。
ジ
ヨ

パ
ン
こ
も
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
も
「
銀
河
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
知
っ
て
い
る

が
、
「
銀
河
」
そ
の
も
の
の
実
体
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
だ
。

な
ら
も
っ
と
天
の
川
と
よ
く
似
て
ゐ
ま
す
.

つ
ま
り
そ
の
星
は
み
な
、

乳
の
な
か
に
ま
る
で
細
か
に
う
か
ん
で
ゐ
る
脂
拙
の
球
に
も
あ
た
る
の

先
生
は
意
外
な
や
う
に
し
ば
ら
く
ぢ
っ
と
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
を
見
て
ゐ
ま

で
す
。
そ
ん
な
ら
何
が
そ
の
川
の
水
に
あ
た
る
か
と
一
五
ひ
ま
す
と
、
そ

し
た
が
、
急
い
で

「では。

よ
し
。
」
と
一
再
ひ
な
が
ら
、
自
分
で
星
図

れ
は
真
空
と
い
ふ
光
を
あ
る
速
さ
で
伝
へ
る
も
の
で
、
太
陽
や
地
球
も

を
指
し
ま
し
た
，

「
乙
の
ぼ
ん
や
り
と
白
い
銀
河
を
大
き
な
い
〉
望
遠
鏡
で
見
ま
す
と
、

や
っ
ぱ
り
そ
の
な
か
に
浮
ん
で
ゐ
る
の
で
す
.

の
川
の
水
の
な
か
に
棲
ん
で
ゐ
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
そ
の
天
の
川
の

つ
ま
り
は
私
ど
も
も
天

も
う
た
く
さ
ん
の
小
さ
な
昼
に
見
え
る
の
で
す
。
ジ
ョ
パ
ン
ニ
さ
ん
さ

水
の
な
か
か
ら
四
方
を
見
る
と
、
ち
ょ
う
ど
水
が
深
い
ほ
ど
背
く
見
え

う
で
せ
う
。
」

る
や
う
に
、
天
の
川
の
底
の
深
く
遠
い
と
こ
ろ
ほ
ど
星
が
た
く
さ
ん

集
っ
て
見
え
し
た
が
っ
て
白
く
ぼ
ん
や
り
見
え
る
の
で
す
e

乙
の
模
型

ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
ま
っ
赤
に
な
っ
て
う
な
づ
き
ま
し
た
.
け
れ
ど
も
い

っ
か
ジ
ョ
バ
ン
こ
の
限
の
な
か
に
は
涙
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

を
ご
ら
ん
な
古
い
。
」

さ
う
だ
僕
は
知
っ
て
ゐ
た
の
だ
、
勿
論
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
も
知
っ
て
ゐ
る
、

先
生
は
中
に
た
く
さ
ん
光
る
砂
の
つ
ぶ
の
入
っ
た
大
き
な
両
面
の
凸

そ
れ
は
い
つ
か
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
お
父
さ
ん
の
博
士
の
う
ち
で
カ
ン
パ

レ
ン
ズ
を
指
し
ま
し
た
。

ネ
ル
ラ
と
い
っ
し
ょ
に
読
ん
だ
雑
誌
の
-
泣
か
に
あ
っ
た
の
だ
，

「
天
の
川
の
形
は
ち
ょ
う
ど
こ
ん
な
な
の
で
す
。
こ
の
い
ち
い
ち
の
光

る
つ
ぷ
が
み
ん
な
私
ど
も
の
太
陽
と
同
じ
ゃ
う
に
じ
ぶ
ん
守
光
っ
て
ゐ

こ
乙
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
知
っ
て
い
る
と
い
う
と
と
の
内
実
の
問
題

で
あ
る
。
知
識
で
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
自
分
の
体
験
と
し
て
知
っ
て

る
墨
だ
と
考
へ
ま
す
。
私
ど
も
の
太
陽
が
と
の
ほ
y
中
ご
ろ
に
あ
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
e

と
れ
か
ら
「
銀
河
一
を
体
験

す
る
二
人
に
と
っ
て
は
‘
簡
単
に
知
識
と
し
て
答
え
る
乙
と
が
で
き
な
い
の

地
球
が
そ
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
と
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
夜
に
と
の
ま

ん
中
に
立
っ
て
こ
の
レ
ン
ズ
の
中
を
見
ま
わ
す
と
し
て
ご
ら
ん
な
さ

で
あ
る
.

い
。
こ
っ
ち
の
方
は
レ
ン
ズ
が
薄
い
の
で
わ
づ
か
の
光
る
粒
即
ち
星
し
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か
見
え
な
い
の
で
せ
う
。
こ
っ
ち
ゃ
こ
っ
ち
の
方
は
ガ
ラ
ス
が
厚
い
の

で
、
光
る
粒
即
ち
患
が
た
く
さ
ん
見
え
そ
の
遠
い
の
は
ぼ
う
っ
と
白
く

を
出
て
来
ま
し
た
。
す
る
と
町
〔
の
〕
家
々
で
ほ
と
ん
や
の
銀
河
の
祭

り
に
い
ち
ゐ
の
薬
の
支
を
つ
る
し
た
り
ひ
の
き
の
枝
に
あ
か
り
を
つ
け

見
え
る
と
い
ふ
こ
れ
が
つ
ま
り
今
日
の
銀
河
の
説
な
の
で
す
。
そ
ん
な

た
り
い
ろ
い
ろ
仕
度
を
し
て
ゐ
る
の
で
し
た
e

学
校
の
友
達
は
星
祭
だ
と
い
っ
て
遊
び
に
い
く
の
に
、
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
は
労

働
し
な
け
れ
ば
生
活
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う
大
人
の
世
界
に
足
を
踏
み
入

ら
こ
の
レ
ン
ズ
の
大
き
さ
が
ど
れ
位
あ
る
か
〔
〕
そ
の
中
の
さ
ま
ざ
ま

の
星
に
つ
い
て
は
も
う
時
間
で
す
か
ら
こ
の
次
の
理
科
の
時
間
に
お
話

し
ま
す
@
で
は
今
日
は
そ
の
銀
河
の
お
祭
な
の
で
す
か
ら
み
な
さ
ん
は

い
つ
ま
で
も
子
ど
も
で
は
い
ら
れ
な
い
ジ
ョ
パ
ン
は
「
自
販
を

れ
て
い
る
。

外
へ
で
て
よ
く
そ
ら
を
ご
ら
ん
な
さ
い
。

着
た
人
」
か
ら
「
小
さ
な
銀
貨
を
一
つ
」
も
ら
っ
て
、

そ
れ
で
も
子
ど
も
ら

で
は
乙
h

ま
で
で
す
。
本
や

ノ
ー
ト
を
お
し
ま
ひ
な
さ
い
。
」

し
さ
も
ま
だ
残
っ
て
い
て
、

と
の

「銀洞」

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
と
い
う
作
品
を
p

堂
話

「
俄
か
に
顔
い
ろ
が
よ
く
な
っ
て
威
勢
よ
く
お

じ
ぎ
を
す
る
と
台
の
下
に
霞
い
た
鞄
を
も
っ
て
お
も
て
へ
飛
び
だ
し
」
「
そ

へ
の
導
入
が
、

か
ら
少
年
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
変
貌
さ
せ
た
と
い
え
る
e

初
期
形
第
一
ニ

れ
か
ら
元
気
よ
く
口
笛
を
吹
き
な
が
ら
パ
ン
屋
へ
寄
っ
て
パ
ン
の
塊
を
一
つ

次
稿
の
入
口
と
出
口
吾
作
り
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
賢
治
は
よ
り
リ
ア
ル
な

と
角
砂
糖
を
袋
買
ひ
ま
す
と
一
目
散
に
走
り
だ
し
」
た
の
で
あ
る
。
と
と

宇
宙
空
間
を
創
造
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
初
期
形
第
三
次
稿
が
重
点

を
お
い
て
い
た
ジ
ョ
パ
ン
ニ
の
悲
劇
性
が
薄
く
な
っ
た
ぶ
ん
だ
け
、

に
は
、
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
の
た
く
ま
し
い
生
命
力
が
描
宮
だ
さ
れ
て
い
る
e

「銀河」

さ
ら
に
、

「一ニ、家」

で
は
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
家
庭
で
の
役
割
が
描
か
れ
、

と
い
う
宇
宙
空
間
の
幻
想
性
が
濃
厚
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

作
品
の
心
臓
部
を
撒
く
た
め
の
重
要
な
鍵
と
な
る
語
が
伏
線
と
し
て
表
現
さ

さ
ち
に
、

「
二
、
活
版
所
」

と
き
ど
き

で
、
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
の
労
働
争
日
常
生
活
が
生

れ
て
い
る
@
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
母
と
も
比
較
さ
れ
る
病
気
の
母
、

費
生
き
と
描
き
だ
さ
れ
る
と
と
で
、
少
年
か
ら
青
年
へ
と
成
長
す
る
ジ
ョ
パ

手
伝
い
に
く
る
姉
、
そ
し
て
監
獄
に
入
っ
て
い
る
と
噂
さ
れ
る
父
が
描
か
れ

ン
ニ
の
た
く
ま
し
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
a

る

ジ
ヨ
パ
ン
ニ
が
学
校
の
門
を
出
る
と
き
、
同
じ
組
の
七
八
人
は
家
へ

ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
勢
よ
く
帰
っ
て
来
た
の
は
、
あ
る
裏
町
の
小
さ
な
家

帰
ら
ず
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
を
ま
ん
中
に
し
て
校
庭
の
隅
の
桜
の
木
の
と
こ

で
し
た
。
そ
の
三
つ
な
ら
ん
だ
入
口
の
一
番
左
側
に
は
空
絡
に
紫
い
ろ

ろ
に
集
ま
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
ん
や
の
星
祭
に
青
い
あ
か
り
を

診
る
す
も
つ
り

こ
し
ら
へ
て
川
へ
流
す
烏
瓜
を
取
り
に
行
く
相
談
ら
し
か
っ
た
の
で
す
e

の
ケ
i
ル
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
植
え
で
あ
っ
て
小
さ
な
A

一
つ
の
滋
に
は

日
覆
ひ
が
下
り
た
ま
与
に
な
っ
て
ゐ
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
手
を
大
宮
く
振
っ
て
ど
し
ど
し
学
校
の
門

「
お
母
さ
ん
。

い
ま
帰
っ
た
よ
。

仁
合
惑
く
な
か
っ
た
の
J

ジ
ョ
パ
ン
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ニ
は
靴
を
ぬ
ぎ
な
が
ら
云
ひ
ま
し
た
.

さ
ら
に
、
ジ
ョ
パ
ン
ニ
の
母
と
し
て
の
注
意
が
放
た
れ
る
。
後
半
で
カ
ム

「あ与

ジ
ヨ
パ
ン
二
、
お
仕
事
が
ひ
ど
か
っ
た
ろ
う
。
今
日
は
涼
し

パ
ネ
ル
ラ
が
ザ
ネ
リ
を
助
け
よ
う
と
し
て
川
に
は
い
り
、
水
死
し
て
し
ま
う

く
て
ね
。
わ
た
し
は
ず
う
っ
と
工
合
が
い
〉
よ
。
」

と
と
の
伏
線
が
張
ら
れ
て
い
る
。

ジ
ヨ
パ
ン
ニ
は
玄
関
を
上
っ
て
行
き
ま
す
と
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
の
お
母
さ

「
あ
〉
行
っ
て
お
い
で
。
[
]
川
へ
は
は
ひ
ら
な
い
で
ね
J

「
あ
〉
ぼ
く
岸
か
ら
見
る
だ
け
な
ん
出
尽
一
時
間
で
行
っ
て
く
る
よ
J

街
路
)

ん
が
す
ぐ
入
口
の
室
に
白
い
巾
を
被
っ
て
寝
ん
で
ゐ
た
の
で
し
た
。

ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
窓
を
あ
け
ま
し
た
。

ジ
ョ
パ
ン
ニ
は
立
っ
て
窓
を
し
め
お
血
や
パ
ン
の
袋
を
片
附
け
る
と

ま
た
、
そ
の
父
と
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
父
が
自
分
た
ち
の
よ
う
に
友
達
で

勢
よ
く
靴
を
は
い
て

あ
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
る
@

「
で
は
町
時
間
半
で
帰
っ
て
く
る
よ
J

と
一
耳
ひ
な
が
ら
暗
い
一
戸
口
を
出

「
あ
〉
だ
か
ら
お
父
さ
ん
は
ぼ
く
を
つ
れ
て
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
う
ち

ま
し
た
。

へ
も
つ
れ
て
行
っ
た
よ
。
あ
の
こ
ろ
は
よ
か
っ
た
な
あ
。
ぼ
く
は
学
校

か
ら
帰
る
途
中
た
び
た
び
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
う
ち
に
寄
っ
た
。
カ
ム
パ

島
時
間
半
に
も
不
気
味
な
伏
線
が
張
ら
れ
て
い

て
、
カ
ム
パ
ネ
ル
う
が
川
に
入
る
こ
と
で
死
ん
で
銀
河
鉄
道
に
乗
車
し
て
い

最
後
に
、
と
の
昼
時
間
-

ネ
ル
ラ
の
う
ち
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
ラ
ム
プ
で
定
る
汽
車
が
あ
っ
た
ん

た
の
は
父
親
が
時
計
で
測
っ
た
四
五
分
で
あ
り
、
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
が
家
を
出
て
、

だ
.
レ
ー
ル
を
七
つ
組
み
合
せ
る
と
円
く
な
っ
て
そ
れ
に
電
柱
や
信
号

擦
も
つ
い
て
ゐ
て
信
号
擦
の
あ
か
り
は
汽
車
が
遜
る
と
き
だ
け
背
く
な

銀
河
鉄
道
に
乗
車
し
て
、
牛
乳
を
も
ら
っ
て
家
に
帰
る
ま
で
の
時
間
は
一
時

間
か
ら
一
時
間
半
と
い
う
と
と
に
な
る
の
で
あ
る
a

る
や
う
に
な
っ
て
ゐ
た
ん
だ
。

と
の
よ
う
に
、
最
終
形
で
加
え
ら
れ
た
冒
頭
部
「
午
后
の
授
業
」

「
活
版

宮
石
油
を
つ
か
っ
た
ら

缶
が
すい
七3 てコ

かか
りア
煤Eル
けコ
た i
よ )v
~. il! 
な
く
な
っ
た
と

所
」
「
家
」
は
、
初
期
形
第
三
次
稿
に
は
な
か
っ
た
「
銀
河
」
の
宇
宙
空
簡

を
際
立
た
せ
る
伏
穏
を
綿
密
に
描
き
わ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
最
終
稿

に
お
け
る
加
筆
修
正
に
つ
い
て
、
村
瀬
学
氏
は
「
単
な
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
手

商
し
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
な
く
、
銀
抑
制
鉄
道
に
乗
る
と
い
う
設
定

こ
こ
に
は
、
後
半
で
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
と
銀
河
の
汽
車
に
乗
り
合
わ
せ
る
と

「
銀
河
」
が

dMO
富
町
出
、
巧
号
事

い
う
伏
線
が
は
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

と
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
「
牛
乳
」
は
重
要
な
言
葉
と
し
て
捧
尾
で
も
登
場
す

る

そ
の
も
の
の
意
味
づ
け
を
修
正
す
る
も
の
を
含
ん
で
い
た
立
と
指
摘
す
る
。

の
テ
ク
ス
ト
の
推
移
を
言
語
表
現
を
中
心
に
分
析
す

「
さ
う
だ
。
今
晩
は
銀
河
の
お
祭
だ
ね
え
。
」

「
う
ん
@
ぼ
く
牛
乳
を
と
り
な
が
ら
見
て
く
る
よ
J

『
銀
河
鉄
道
の
夜
」

る
と
と
は
、
作
品
の
避
け
ら
れ
な
い
主
題
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
と
に
も
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繋
が
り
、
延
い
て
は
賢
治
の
か
か
え
こ
ん
で
い
た
問
題
意
識
の
変
調
理
や
宇
宙

意
志
の
深
速
に
つ
い
て
も
考
察
を
深
め
る
と
と
が
で
き
る
。
闘
語
科
の
文
学

教
材
と
し
て
、
賢
治
の
宇
宙
空
間
を
表
象
す
る
言
語
表
現
に
集
中
し
て
読
み

だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
/
と
し
予
は
み
ん
な
が
死
ぬ
と
な
づ
け
る
/

そ
の
や
り
か
た
を
通
っ
て
行
者
/
そ
れ
か
ら
さ
き
ど
と
へ
行
っ
た
か
わ

か
ら
な
い
/
そ
れ
は
お
れ
た
ち
の
空
間
の
方
向
で
は
か
ら
れ
な
い
/
感

込
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ぜ
ら
れ
な
い
方
向
を
感
じ
ゃ
う
と
す
る
と
き
は
/
た
れ
だ
っ
て
み
ん
な

ぐ
る
ぐ
る
す
る

〈
「
青
森
挽
歌
」
〉

お
わ
り
に

「
無
声
働
契
」

「
わ
た
く
し
は
そ
れ
を
い
ま
言

で
死
ん
で
い
く
妹
ト
シ
に

『
銀
蹄
鉄
道
の
夜
』
で
ジ
ョ
パ
ン
ニ
が
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
悲
し

へ
な
い
の
だ
」
と
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
語
れ
な
か
っ
た
賢
治
は
、
小
沢
俊

郎
氏
が
「
妹
が
行
く
世
界
が
肯
定
で
曹
な
く
て
は
賢
治
自
身
が
納
ま
ら
な
い
e

賢
治
自
身
、
納
得
の
ゆ
く
世
界
を
描
け
れ
ば
愛
す
る
人
を
失
っ
た
多
く
の
人

み
と
は
、
親
友
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
と
の
死
別
で
あ
る
。
「
銀
河
」
は
古
代
の
伝
説

で
も
死
ん
だ
人
の
亡
魂
が
あ
の
世
に
行
く
道
と
見
た
も
の
が
多
い
と
い
う
え

た
ち
の
心
を
も
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
u
と
述
べ
る
よ
う
に
肯
定
的

賢
治
は
「
銀
河
」
に
死
の
世
界
を
重
ね
る
こ
と
で
、

「
科
学
」
と

「
宗
教
」

死
後
の
世
界
と
し
て
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
何
度
も
番
苦
続
け
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
河
合
隼
雄
氏
が
「
人
聞
の
生
を
裏
打
ち
す
る
死
、
と
い
う
と
と
に
つ

の
融
合
を
描
宮
だ
し
て
い
る
.
大
混
一
一
年
一
一
月
三
七
日
最
愛
の
妹
ト
シ

を
喪
っ
た
賢
治
は
、
翌
大
正
一
二
年
七
月
=
二
日
か
ら
八
月
一
一
一
日
ま
で
育

森
・
北
海
道
・
樺
太
を
旅
し
て
い
る
。
ト
シ
の
死
の
直
後
の
日
付
の
あ
る

永

し
っ
か
り
と
日
が
見
す
え
ら
れ
て
い
る
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
死
の
側

か
ら
生
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
の
輝
君
が
全
所
に
美
し
く
感
じ
ら
れ

い
て
、

訣
の
朝
」
「
松
の
針
」
「
無
声
働
笑
」
の
生
々
し
い
悲
痛
な
叫
び
は
、
翌
年
の
「
青

森
挽
歌
」
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
挽
歌
」

る」

M

と
述
べ
る
よ
う
に
賢
治
は
愛
す
る
ト
シ
の
死
、
そ
し
て
E

自
ら
の
死
を

見
据
え
る
こ
と
で
生
の
輝
き
を
描
宮
だ
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
死
者
と
の

交
信
を
採
し
求
め
て
棒
太
ま
で
旅
し
た
賢
治
は
、
そ
こ
で
ひ
と
つ
の
認
識
に

「
噴
火
湾
〈
ノ
ク
タ
ー
ン
}
」

の
痛
切
な
絶

唱
と
な
っ
て
昇
華
す
る
，

あ
い
つ
は
こ
ん
な
さ
び
し
い
停
車
場
を
/
た
っ
た
ひ
と
り
で
通
っ
て
い

い
た
る
。

っ
た
ら
う
か
/
ど
こ
へ
行
く
と
も
わ
か
ら
な
い
そ
の
方
向
を
/

《
み
ん
な
む
か
し
か
ら
の
吉
ゃ
う
だ
い
な
の
だ
か
ら
け
っ
し
て
ひ
と
哲

ど
の
種
類
の
世
界
へ
は
い
る
と
も
し
れ
な
い
そ
の
み
ち
を
/
た
っ
た
ひ

を
い
の
っ
て
は
い
け
な
い
》
(
「
青
森
挽
歌
乙

と
り
で
さ
び
し
く
あ
る
い
て
行
っ
た
ら
う
か
(
中
略
〉

初
期
形
第
三
次
稿
で
は
、
「
セ
ロ
の
や
う
な
声
」
が
ジ
ョ
パ
ン
ニ
に
向
か
っ

か
ん
が
へ
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
と
と
は
/
ど
う
し
て
も
か
ん
が
へ

て

「
け
れ
ど
も
も
し
お
ま
へ
が
ほ
ん
た
う
に
勉
強
し
て
実
験
で
ち
ゃ
ん
と
ほ
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ん
た
う
の
考
と
う
そ
の
考
と
を
分
け
て
し
ま
へ
ば
そ
の
実
験
の
方
法
さ
へ
き

ま
れ
ば
も
う
信
仰
も
化
学
と
同
じ
ゃ
う
に
な
る
」
と
語
る
部
分
が
あ
る
が
、

の
銀
河
鉄
道
」
を
描
い
た
畠
賢
治
は
「
ほ
う
た
う
の
さ
い
は
ひ
」

が
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
読
む
人
々
の
心
に
痛
く
こ
と
を
信
じ
て
書
き
続
け

た
に
違
い
な
い
e

「
銀
河
鉄
道
」
は
昼
と
夜
を
わ
け
る
「
格
梗
色
」
の
空
を

か
け
め
ぐ
る
の
で
あ
る
。
賢
治
の
『
銀
街
鉄
道
の
夜
』
は
、
生
と
死
の
コ
ン

へ
の
祈
り

死
者
と
の
交
信
を
科
、
学
的
に
証
明
で
き
な
い
賢
治
は
、
「
ほ
ん
た
う
の
さ
い

は
ひ
」
を
求
め
、
「
ま
こ
と
の
道
」
に
た
ど
り
つ
く
最
善
の
方
法
を
必
死
に
な
っ

て
模
索
す
る
の
で
あ
る
.
大
正
一
五
年
記
さ
れ
た
「
農
民
芸
術
概
論
」
〈
「
農

民
芸
術
概
論
」
「
農
民
芸
術
概
論
掴
概
要
」
「
農
民
芸
術
の
興
隆
」
)
で
賢
治
は

ト
ラ
ス
ト
を
見
事
に
描
き
出
し
た
作
品
で
あ
る
.

高
橋
敏
夫
氏
は
、
「
宮
沢
賢
治
の
テ
ク
ス
ト
に
直
面
す
る
と
、
テ
タ
ス
ト

以
外
の
も
の
が
消
失
し
て
し
ま
う
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
と
そ
の
関
係
が

自
ら
の
進
む
べ
き
道
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
に
な
ら
な
い
う
ち
は
個
人
の
幸
福
は
あ
り
得

出
現
さ
せ
る
奇
異
な
世
界
に
、
す
っ
か
り
心
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
」
品
と
指

摘
す
る
が
、
賢
治
の
命
の
根
源
に
遡
っ
て
働
く
宇
宙
意
志
に
圧
倒
さ
れ
て
、

な
しミ
自
我
の
意
識
は
個
人
か
ら
集
団
社
会
宇
宙
と
次
第
に
進
化
す
る

こ
の
方
向
は
宵
い
聖
者
の
踏
み
ま
た
教
へ
た
道
で
は
な
い
か

作
品
の
一
言
語
表
現
を
考
察
す
る
こ
と
に
脱
力
し
て
し
ま
う
。
賢
治
の
言
葉
に

酔
っ
て
、
諮
り
の
問
題
と
か
、
プ
ロ
ッ
ト
と
メ
タ
プ
ロ
ッ
ト
の
関
係
と
か
、

新
た
な
時
代
は
世
界
が
一
の
意
識
に
な
り
生
物
と
な
る
方
向
に
あ
る

正
し
く
強
く
生
き
る
と
は
銀
河
系
を
自
ら
の
中
に
意
識
し
て
こ
れ
に

言
葉
の
仕
組
み
と
か
、
細
々
と
し
た
こ
と
を
論
う
の
は
無
粋
の
よ
う
に
も
思

え
て
く
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
も
賢
治
の
言
葉
の
魔
力
に
酔
わ
さ
れ
る

と
と
な
く
、
文
学
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
に
は
、
授
業
者
と
し
て
の
高
い

応
じ
て
行
く
こ
と
で
あ
る

わ
れ
ら
は
世
界
の
ま
こ
と
の
幸
揺
を
索
ね
よ
う

求
道
す
で
に
道
で

技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
。

あ
る
(
「
農
民
芸
術
観
論
綱
要
」
〉

田
中
実
氏
は
、
読
み
の

〈
動
的
課
程
〉
と
は
「
読
み
手
が
自
身
に
現
象
し

賢
治
は
、
「
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
」
に
な
る
こ
と
で
生
死
を
め
ぐ
る
「
修

た
〈
こ
と
ば
の
仕
組
み
〉
を
辿
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
読
み
手
の
〈
い

の
ち
〉
が
蘇
生
さ
れ
る
」

Z
」
と
で
あ
る
と
指
摘
す
る
a

生
命
の
蘇
生
と
は

羅
」
の
世
界
を
超
え
て
い
こ
う
と
す
る
。
梅
原
猛
氏
は
「
人
聞
は
物
理
的
化

学
的
な
物
質
で
も
な
く
、
人
格
で
も
な
い
。
人
間
は
、
自
然
の
大
生
命
の
あ

賢
治
が
自
身
の
作
品
で
繰
り
返
し
播
い
で
き
た
と
と
で
あ
る
。
賢
治
は
「
銀

河
鉄
道
の
夜
』
の
な
か
で
も
生
命
の
蘇
生
を
宇
宙
意
志
と
し
て
描
い
た
@
文

学
教
材
と
し
て
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
取
り
あ
げ
る
意
味
は
、
賢
治
の
宇
宙

意
志
が
ど
う
強
か
れ
て
い
る
か
を
学
習
者
が
言
語
表
現
か
ら
た
ど
り
、
自
己

ら
わ
れ
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
@
人
闘
の
意
識
と
い
え
ど
も
、
自
然
の
大
生

命
の
自
己
意
識
に
す
ぎ
な
い
」
凶
と
述
べ
、
賢
治
の
宇
宙
的
生
命
の
流
れ
を

指
摘
す
る
。
賢
治
は
「
ほ
ん
た
う
の
さ
い
は
ひ
」
を
求
め
て
「
幻
想
第
四
次



文学教材の研究
宮沢賢治『銀河鉄道の夜』の言語表現 (荻原)242 

発
見
に
繋
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
授
業
者
は
学
習
者
と
と
も
に
、
読
み
の

的
課
程
〉
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
a

動

註

1 

河
合
隼
雄
「
コ
ン
ス
ト
レ

1
シ
ョ
ン
」
『
物
語
と
人
間
の
科
学
』
岩
波

書
信
、
一
九
九
三
年
七
月
を
改
闘
再
編
集
し
た
『
こ
こ
ろ
の
最
終
講
義
』

2 

新
潮
文
庫
所
収
、
二
一

O
一
二
年
六
月
、

河
合
隼
雄
、
同
掲
書
、
五
O
頁。

須
貝
千
里
「
〈
「
乙
と
ば
」
は
伝
わ
ら
な
い
〉
問
題
を
超
え
ら
れ
る
か

i
『オ

a

七
頁
@

3 

ツ
ベ
ル
と
品
購
』
の
謎
」
問
中
開
業
'
一
線
貝
千
里
編
「
文
学
の
カ
×
教
材

の
カ

中
学
校
編
1
年
』
教
育
出
版
、
コ

0
0
一
年
六
月
、
三
九
頁
@

須
貝
氏
は
、
「
作
品
と
は
読
み
手
に
と
っ
て
〈
わ
た
し
の
な
か
の
他
者
〉

で
あ
れ
り
、
そ
れ
が
ま
す
告
の
成
立
と
い
う
こ
と
で
あ
る
@
し
か
し
、

作
品
は
〈
主
文
〉
を
超
え
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
読
み
手
の
闘
の
前
に
あ
る
印
刷
刷
物
と
し
て
の
〈
元
の
文
章
〉

が
作
品
そ
の
も
の
で
は
な
い
@
読
ま
な
け
れ
ば
作
品
は
現
れ
な
い
か
ら
」

と
述
べ
、

「
国
語
教
育
の
分
野
に
お
け
る
〈
読
み
〉

の
正
解
到
達
主
義

い
く
と
と
に
文
学
教

と
そ
の
批
判
と
い
う
二
元
的
な
構
図
を
超
え
て
」

材
の
カ
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
阿
古
一

O
頁。

4 

牛
山
恵
「
宮
沢
賢
治
童
話
の
教
材
史

i
文
学
作
品
と
小
学
校
「
園
語
」

教
科
書
と
の
関
連
」
『
国
語
教
科
書
研
究
の
方
法
』
全
国
国
語
教
脊

5 

学
会
・
公
開
講
座
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
③
三

O
一
二
年
二
月
、
四
七
質
。

牛
山
藤
氏
は
「
賢
治
童
話
が
初
め
て
国
語
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

た
の
は
、
戦
後
教
育
の
出
発
点
に
お
い
て
の
こ
と
だ
っ
た
@
す
な
わ
ち

石
森
廷
闘
掃
の
リ

i
Fに
よ
っ
て
成
立
し
た
暫
定
教
科
書
に
お
い
て
、
賢

治
童
話
は
、
国
家
主
義
的
な
徳
目
あ
る
い
は
教
訓
か
ら
解
放
さ
れ
た
純

粋
の
児
童
文
学
と
し
て
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
民
主
主
義
の
時
代
の
新
し

い
教
材
と
し
て
国
語
教
科
書
の
上
に
整
場
し
た
」
と
述
べ
、
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
の
国
語
教
科
書
に
登
場
す
る
賢
治
童
話
の
価
値
に

つ
い
て
問
題
提
起
し
て
い
る
。
同
掲
番
、
一
h
O
五
一
一
良
。

自

村
瀬
学
コ
知
る
」
こ
と
と
「
信
じ
る
こ
と
」
『
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
と

は
何
か
』
新
装
版
大
和
書
房
、

一
九
九
四
年
一
月
、
二

O
再

7 

入
沢
康
夫
氏
は
、
こ
の
草
稿
の
再
検
討
に
つ
い
て
堀
尾
氏
が
別
な
報
告

文
で
「
九
月
二
二
日
の
午
後
a

一
時
か
ら
夜
十
二
時
ま
で
、
つ
ま
り
十
時

間
を
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
三
十
箇
所
近
い

ぞ
れ
ま
で
の
誤
読
箇
所
が
発
見
さ
れ
、
訂
正
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ぞ
れ

ま
で
は
五
番
目
の
「
天
気
輸
の
柱
」
の
章
に
挿
入
し
て
本
文
化
し
て
き

た
一
色
枚
の
原
稿
が
そ
と
か
ら
取
り
除
け
ら
れ
て
巻
末
に
移
さ
れ
、
一
克

あ
っ
た
箇
所
に
は
「
(
こ
の
間
原
稿
五
枚
な
し
ご
と
い
う
注
記
が
入
れ

ら
れ
る
と
と
に
な
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
『
銀
荷
鉄
道
の
夜
』
の
《
草

稿
山
中
と
〈
〈
刊
本
》
」
『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
学
燈
社
、

九

九
六
年
六
月
、

E電

呂

千
葉
一
幹
『
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
し
あ
わ
せ
さ
が
し
』
み
す
ず
書
房
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ニ
0
0五
年
七
月
、

四
八
貰
.

九
六
七
年
六
月
、

一
九
九
再

9 

と
田
哲
「
「
銀
河
鉄
道
の
夜
』

i
賢
治
の
異
空
間
体
験

l
」
世
間
回
務
・

宮
沢
賢
治
』
双
文
社
出
版
、

中
学
校
編
1
年
』
教
育
出
版
、
コ

O

16 

高
橋
敏
夫
「
浮
遊
感
と
文
学
の
カ
は
つ
な
が
る
か
」
田
中
実
・
須
員
千

里
編
「
文
学
の
カ
×
教
材
の
カ

伊
藤
虞
郎
編
『
作
品
論

一
九
八
四
年

七
月
、
二
六
O
頁。

。
一
年
六
月
、

問
。
頁
.

10 

入
沢
康
夫
「
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
《
草
稿
ザ
と
《
何
本
》
」
『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
学
燈
社
、
一
九
九
六
年
六
月
、
一
八
ゐ
奥
入
沢

氏
は
「
諸
刊
本
(
特
に
全
集
)
に
お
け
る
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
に
お
け

る
本
文
の
詳
細
な
比
較
検
討
は
、
こ
れ
ま
で
議
も
正
面
切
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
様
子
が
な
い
が
、
こ
の
作
品
の

※
宮
沢
賢
治
の
本
文
は
、
『
新
校
本
営
禅
賢
治
全
集
』
第
二
巻
・
第
十
巻
・

第
十
一
巻
、
筑
摩
書
房
、

問
中
実
「
〈
い
の
ち
〉

17 

の
扉
」
問
中
実
・
須
貝
千
里
編
『
文
学
の
カ
X

中
学
校
編
1
年
』
教
育
出
版
、
二

0
0
一
年
六
月
、
一
三
一

教
材
の
カ

九
頁
。

「享受」

の
歴
史
と
い
う
意

味
で
、
時
代
時
代
の
評
価
や
批
判
と
絡
め
な
が
ら
、
て
い
ね
い
に
跡
づ

け
て
い
く
な
ら
ば
、
相
当
に
興
味
深
い
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
は

一
九
九
五
年
七
月
・
一
九
九
五
年
九
月
・
一
九
九

六
年
一
月
に
拠
っ
た
。

な
い
か
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
「
ひ
や
っ
と
し
た
ら
」
と
い
う
の

で
書
く
の
だ
げ
れ
ど
も
、
作
品
草
稿
に
関
し
て
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
る

い
く
つ
か
の
間
題
の
解
決
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
そ
こ
か
ら
出
て
き
は
し

ま
い
か
、
と
い
う
気
さ
え
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
日
間
頁
。

11 

村
瀬
学
『
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
と
は
何
か
』
前
掲
響
、

一
一
六
頁
。

12 

議
下
英
明
『
宮
穆
賢
治
研
究
叢
書

七
五
年
七
月
、
六
O
頁。

宮
謬
賢
治
と
星
』
撃
義
書
林
一
九

13 

小
沢
俊
郎
「
宮
沢
賢
治
論
集
』
有
精
堂
一
九
八
七
年
三
月
、
二
二
一
一
良
。

14 

河
合
隼
雄
「
過
透
明
な
か
な
し
み
」
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
角
川
文
庫

一
九
九
六
年
五
月
、
二
回
一
二
頁
.

梅
原
猛
「
修
羅
の
世
界
を
超
え
て
」
『
地
獄
の
思
想
』
中
央
公
論
社
A

15 
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